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臨空工業の中心と

望できる快適さを秘め、新しい家族を待っている。

みちのくの花街道が今年も花開いた。

花を愛する心は、多くの人たちにやすらぎを与え、美しい花を咲かせて

くれるだろう。そして、新しい家族への歓迎を込めて・. . . 0 
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一 会欠多国ム
四
月
五
日
、
村
議
会
議
員
の
改
選
後
、
最
初
の
臨
時
議
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
合
回
の
臨
時
議
会
で
は
、
正
・
副
議
長
を
は
じ
め
、
各
常
任
委
員
、

組
合
議
員
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
六
十
八
年
三
月
開
港
を
目
指
す

福
畠
空
港
を
核
と
し
て
、
村
づ
く
り
の
基
礎
固
め
が
重
視
さ
れ
る
こ
の
四

年
間
、
村
政
に
寄
せ
る
住
民
の
関
心
は
年
々
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

臨
時
議
会
の
結
果
、
議
長
に
は
、

佐
久
間
倉
太
氏
(
議
長
職
四
期
目
)

副
議
長
に
塩
沢
金
吾
氏
の
両
氏
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
常
任
委
員
、
組
合
議
員
そ

し
て
村
監
査
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
決
り
、

活
気
に
満
ち
た
議
会
構
成
が
整
い
、

本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

16 d義

長佐
久
間

倉t

太

(

臼

)

岩

法

寺

無

所

属

農当

業6 

る

久
間
氏
(

選
出
さ
れ
た
各
委
員
の
方
は
次
の

と

わ

り

で

す

。

(

敬

称

略

)

総
務
常
任
委
員
会

・
委

員

長

奥

野

義

章

・

副

委

員

長

森

儀

秋

・

委

員

佐

久

間

倉

太

塩

沢

金
吾
佐
藤
一
男

矢
部
玄
信

副
議
長

3

塩

金

五
ロ
(
貯

沢

北

須

釜

無

所

属

農当

業

産
業
建
設
常
任
委
員
会

・

委

員

長

小

針

章

勇

・
副
委
員
長
宗
形
徳
次

・

委

員

溝

井

賢

彦

仁

井

田
保
雄
関
根
卯

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

・

委

員

長

塩

田

征

二

郎

・
副
委
員
長
須
藤
善
之

・

委

員

高

林

浅

男

倉

鎌

徳
三
大
野
勝
雄

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
議

会
議
員

仁
井
田
保
雄

石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合

議
会
議
員

倉
鎌
徳
三
大
野
勝
雄

玄
信

玉
川
村
監
査
委
員

須
藤
善
之

矢
部

-
総
務
委
員
会

庶
務
・
財
務
・
職
員
に
関
す
る
事

務
の
調
査
及
び
審
査

-
文
教
厚
生
委
員
会

教
育
・
文
化
並
び
に
社
会
事
業
・

消
防
衛
生
・
水
道
等
に
関
す
る
事
務

調
査
及
び
審
査

-
産
業
建
設
委
員
会

農
林
・
水
産
・
畜
産
・
商
工
業
及

び
土
木
に
関
す
る
事
務
の
調
査
並
び

に
審
査

村議会議員選挙の有権者数と投票率の推移

3，844 

7，593 

96.92 

96.00 

3，678 

5，133 

7，490 

7，410 

※ 3月1日現在の人口

3，680 

3，730 

3，812 

95.68 

95.23 

96.59 

95.93 

96.51 

96.11 

2，690 

5，238 

2，493 

2，640 
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川崎市
W雄

(ω)

大

野

南須釜農
無所属当 1

2 

矢

部

玄E

億
(
日
)

世
宋

1
農
当

辺
属所

川
無

3 

倉

鎌

徳2

三
(
日
)

4 

rc司

岩法寺農業
無所属当 1

本本

浅き

男
(
日
)

5 

関

業

1

農
当属

中
所鮭…

根

卯ぅ

一
(
日北須釜農業

無所属当 1

定例議会は 6、 9、12、 3月の

4回となっていますが、臨時議会、

各常任委員会がもたれます。

6 

71<:: 
;1<;本

儀t

7 

仁
井
田

イ呆?

8 

溝

井

賢?

ゆ
申
書
C秋

(ω)
業
1属

吉
所鑑…

雄

(

印

)

竜崎農業
無所属当 2

彦
(
臼小高農業

無所属当 2

な
選

四
月
四
目
玉
川
村
選
挙
管
理
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
新
し
い
委
員

構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

政
治
及
び
選
挙
に
関
し
公
正
な

識
見
を
も
っ
人
格
者
と
し
て
、
今

9 

由
一
小

丹ラ

徳そ

10 

塩

征
二
郎
(
銘
)

田

11 

須

蕃t

藤

行

新

員

も

後
四
年
間
、
各
選
挙
事
務
の
管
理
と

執
行
に
あ
た
り
ま
す
。

今
回
就
任
さ
れ
た
委
員
と
、
退
任

さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〉欠じ

34 南須釜左官業
無所属当 2

四辻新田農業
無所属当 2

之
(
日川辺板金業

無所属当 2

12 

章2

針

14 

佐

藤

15 

奥

義t

野

就

任

者

退

任

者

委

員

長

委

員

長

鈴

木

広

一

草

野

勇

蔵

同
職
務
代
理
者
同
職
務
代
理
者

斎

藤

泰

三

小

針

金

一

委

員

委

員

小
山
田
義
三
吉
田
宇
一

伏

田

章

増

子

一

①
退
任
さ
れ
た
皆
さ
ん
長
い
間
ご
苦

労
様
で
し
た
。

勇
(
日
)

中農業
無所属当 3

男

(ω)
蒜生 農業
日本共産党当 4

点
車
(
臼岩 法 寺 農 業

無所属当 5
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心
豊
か
で
魅
力
あ
る
村
守
つ
く
り
を

メ
イ
ン
と
す
る
昭
和
六
十
三
年
度
の

予
算
も
決
ま
り
、
村
政
も
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

同
時
に
村
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
な

る
新
し
い
区
長
さ
ん
が
出
そ
ろ
い
、

四
月
十
一
日
初
顔
合
せ
と
な
っ
た
区

長
会
に
お
い
て
、
村
長
よ
り
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
席

上
、
区
長
会
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
口

活
力
に
満
ち
た
村
政
執
行
に
あ
た

り
、
行
政
区
長
に
依
頼
す
る
各
般
の

連
絡
事
務
は
年
々
多
く
な
っ
て
い
ま

す。
今
後
一
年
間
勤
め
ら
れ
る
区
長
さ

ん
方
ヘ
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
反
一
長
会
役
員
に
選
ば
れ
た

方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

-
区
長
会
長

小
針
六
郎
(
中
区
長
)

.
区
長
会
副
会
長

境
田
孝
意
(
吉
区
長
)

.
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

熊
田
松
助
(
川
辺
区
長
)

)内は世帯数

八木喜代春さん
fi57-3211 

境田孝意さん
fi57-2227 

高原雄司さん
宮 57-2563

真弓時伸さん
宮 57-3051

熊田松助さん
fi57-3740 
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白岩ですはじめまして

村
氏
の
皆
さ
ん
こ
ん
に

ち
は
。
県
警
の
定
期
異
動

に
よ
り
、
揺
島
警
察
署
か

ら
泉
郷
駐
在
所
に
ま
い
り

ま
し
た
白
岩
喜
八
で
す
。

当
地
方
に
は
、
初
め
て
勤
務
い
た

し
ま
す
。
色
々
と
御
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
わ
た
く
し
は
も
と
よ
り
、
家
族

と
も
ど
も
、
玉
川
村
民
に
な
り
き
っ

て

、

の

な

い

明

る

い

郷
土
玉
川
」
を
目
指
し
努
力
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

前
任
者
向
様
、
よ
り
一
層
の
、

駐
在
所
に
対
す
る
御
指
導
御
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

プ
口
フ
ィ
!
ル

・
生
年
月
自

昭
和
二
十
七
年
十
二
月
二
十
三

日
生

@
家
族

妻
(
ヒ
ロ
子
)
、
長
女
(
小
六
)
一
一
女

(
小
西
)
、
長
男
(
幼
稚
園
)
の
五
人

.
趣
味

ス
ポ
ー
ツ
、
つ
り

さ

ん

者
物
価
モ
一

昭

和

六

十

一

の

者
物
価
モ
ニ
タ
ー
に
、
鈴
木
和
子
さ

ん
(
岩
法
寺
字
蕨
関
)
が
県
知
事
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

日
頃
、
消
費
す
る
物
資
の
中
で
、鈴木和子さん

持
に
生
活
に
深
い
つ
な
が
り
の
あ
る

物
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
価
格
の
動

き
や
高
品
の
出
ま
わ
り
状
況
を
調
査

し
ま
す
。
こ
の
情
報
を
県
に
提
供
す

る
な
ど
、
物
借
対
策
を
進
め
る
た
め

の
重
要
な
役
割
と
な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
が
で
き
て
か
ら
、
今
年

で
十
五
年
毘
。
調
査
の
結
果
に
つ
い

て
は
、
県
の
広
報
紙
を
通
じ
て
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
c

各
高
庖
に
お
伺
い
の
際
に
は
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
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す
c
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長

嶺

隆

夫

教

諭

(

長

沼

小

)

森

昭

次

教

頭

退

職

水

野

純

一

校

長

(

母

焔

小

)

小

山

田

宏

子

教

諭

(

蓬

田

小

)

目

黒

慎

治

教

諭

(

泉

崎

二

小

)

富

永

米

蔵

教

諭

(

沢

田

中

)

佐

藤

洋

子

教

諭

(

長

倉

小

)

伊

東

礼

子

教

諭

新

採

用

川

本

和

子

教

諭

(

白

河

二

小

)

飯

塚

義

雄

教

諭

(

伊

南

中

)

松

本

幸

子

教

諭

(

大

原

小

)

坂

内

俊

子

教

諭

新

採

用

川

辺

小

堀

井

一

部

教

諭

(

勿

来

一

中

)

佐

藤

修

一

教

諭

新

採

用

泉

中

田

辺

恒

喜

教

諭

退

職

渡

辺

美

津

枝

養

護

教

諭

(

浅

川

小

)

高

沢

正

男

教

諭

新

採

用

古

藤

邦

英

教

頭

(

郡

山

七

中

)

坂

本

美

枝

教

諭

ク

須

釜

中

川

辺

小

飯

島

良

子

教

諭

(

古

殿

中

)

福

田

佳

子

教

諭

(

棚

倉

小

)

添

田

昌

稔

校

長

(

古

殿

中

)

岡

崎

泰

夫

教

諭

(

浅

川

小

)

江

川

新

治

教

諭

新

採

用

吉

田

明

子

教

諭

(

小

野

新

町

小

)

八

代

昭

教

頭

(

湯

本

中

)

鈴

木

葉

子

教

諭

(

田

口

小

)

吉

田

隆

講

師

新

採

用

須

釜

小

高

田

健

一

教

諭

(

西

郷

二

中

)

大

槻

瑞

意

教

諭

新

採

用

渡

部

則

子

養

護

教

諭

(

長

瀬

小

)

小

野

金

次

郎

教

頭

(

平

二

小

)

橋

本

裕

子

講

師

退

職

板

垣

孝

子

教

諭

新

採

用

須

釜

中

藤

島

節

子

教

諭

(

母

畑

小

)

大

関

謙

次

主

事

(

安

積

二

中

)

津

幡

正

順

講

師

新

採

用

木

田

達

男

校

長

(

蓬

田

中

)

大

西

圭

子

敦

諭

(

大

塩

小

)

須

釜

小

塙

繁

教

頭

(

郡

山

三

中

)

坂

本

光

彦

教

諭

(

行

健

小

)

鈴

木

健

紀

教

頭

(

多

田

野

小

)

榎

治

子

教

諭

(

西

方

中

)

小

野

瓶

子

教

諭

(

保

原

小

)

新

田

正

恵

教

諭

(

白

河

四

小

)

鈴

木

公

明

講

師

新

採

用

泉

中

鎌

田

勉

教

諭

(

梁

川

小

)

熊

耳

優

子

主

事

(

西

野

小

)

教

事

今
年
の
教
職
員
の
異
動
に
よ
り
、

本
村
に
お
い
て
転
出
・
転
入
さ
れ
ま

し
た
教
職
員
の
み
な
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
敬
称
は
省
略
い
た
し
ま

すむ持
転
出
さ
れ
た
歩
一
職
員

玉
川
第
一
小

内
田
宗
寿
校
長
(
浅
川
小
)

水
野
栄
子
教
諭
(
大
東
小
)

移
転
入
さ
れ
た
教
職
員

玉
川
第
一
小
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花
だ
よ
り
と
と
も
に
人
の
動
き
も

交
通
も
活
気
を
帯
び
て
い
ま
す
。
で

も
年
度
変
り
で
仕
事
が
変
わ
っ
た
り

農
繁
期
を
迎
え
る
な
ど
、
心
理
的
に

ゆ
と
り
が
欠
け
や
す
い
季
節
で
す
。

車
社
会
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
今
日

の
生
活
で
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の

ゆ
る
み
が
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と

も
珍
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

玉
川
村
の
最
近
の
事
故
概
況
は
、

昨
年
と
比
較
し
て
み
る
と
、
交
通
死

亡
事
故
が
発
生
す
る
な
ど
重
大
事
故

が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

特
に
最
近
は
、
交
通
弱
者
と
呼
ば

れ
る
老
人
と
子
供
の
事
故
が
増
え
て

い
ま
す
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
色
々

の
角
度
か
ら
交
通
安
全
運
動
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

予
期
し
得
え
な
い
交
通
事
故
口
一

人
一
人
が
事
故
に
合
わ
な
い
よ
う
心

が
け
る
こ
と
も
、
明
る
い
地
域
づ
く

り
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

シ
ル
バ
ー

交
通
安
全
推
進
員

矢
吹
さ
ん
ら
お
人
に
委
嘱

石
川
地
方
交
通
対
策
連
絡
協
議
会

と
石
川
地
区
交
通
安
全
協
会
、
石
川

警
察
署
の
三
者
か
ら
、
こ
の
た
び
、

交
通
安
全
推
進
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た。
任
期
は
二
年
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
な

ど
各
種
の
集
会
や
地
域
で
、
交
通
安

全
思
想
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

委
嘱
者
は
次
の
と
お
り
で
す
む

(
敬
称
略
)

矢
吹
精
助
、
榊
枝
定
一
、
小
針
欣
子

有
賀
マ
サ
、
岩
谷
浩
光
、
川
崎
幸
夫

吉
田
丑
蔵
、
矢
部
チ
ヨ
ノ
、
曲
山
伝

次
、
真
弓
ハ
ン
、
車
田
光
雄
、
車
田

源
、
佐
藤
芳
子
、
高
林
浅
太
郎
、
首

藤
芳
次
、
鈴
木
勝
利
、
石
森
正
八
、

草
野
梅
子
、
佐
藤
重
嘉
、
鈴
木
吉
之

橋
本
み
ど
り
、
塩
沢
伝
治
、
吉
村
武

榊
枝
初
枝
、
草
野
勇
蔵
、
鈴
木
チ
ヨ

鈴
木
寿
次
、
松
山
金
次
郎
、
我
妻
ヨ

シ
、
塩
田
豊
次
郎

込

灯

田
中
方
面
か
ら
向
っ
て
、
岩
法

寺
字
道
易
地
内
を
走
る
県
道
玉

川
・
田
村
線
の
交
差
点
は
バ
イ
パ

ス
と
旧
道
が
鋭
角
に
交
差
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
特
に
夜
間
の
ド
ラ

イ
バ
ー
の
判
断
が
惑
わ
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

本
村
と
ゆ
か
り
の
あ
る
石
川
町

の
遠
藤
昭
一
さ
ん
が
、
こ
の
難
儀

を
感
じ
、
交
通
事
故
防
止
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
、
交
通
安
全
協
会

泉
分
会
に
寄
付
さ
れ
早
速
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

付
近
の
住
民
に
も
、

「
夜
の
道

毎

朝

あ

り

が

と

つ

勤
務
の
片
わ
ら
通
園
児
の
安
全

保
護
の
た
め
、
長
き
に
渡
っ
て
奉
仕

さ
れ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。

こ
の
方
は
、
川
辺
の
柳
タ
キ
さ
ん 111辺の柳タキさん

で
す
。柳

さ
ん
は
、
駒
木
根
工
業
側
福
島

工
場
に
勤
め
ら
れ
毎
日
パ
ス
で
通

勤
し
て
い
ま
す
が
、
昭
和
五
十
一
年

四
月
か
ら
幼
稚
園
が
始
ま
る
と
同
時

に
子
供
た
ち
(
現
在
十
六
人
)
と
一

緒
に
通
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

D

下
車
し
て
見
る
と
、
交
通
量
の
多

い
国
道
を
横
断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
子
供
た
ち
の
身
に
不
安
を
感

じ
た
柳
さ
ん
は
、
自
ら
そ
の
横
断
を

案
内
に
も
な
る
」

て
い
ま
す
。

と
、
大
変
喜
ば
れ

助
け
、
安
全
を
見
届
け
て
か
ら
会
社

に
向
い
ま
し
た
。
以
来
今
日
ま
で
の

十
二
年
間
、
毎
朝
続
け
ら
れ
て
い
ま

す。
地
域
に
寄
せ
る
愛
情
が
保
護
者
の

心
に
通
じ
、
い
ず
み
幼
稚
園
川
辺
保

護
者
会
よ
り
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し

た。
交
通
お
ば
さ
ん
と
し
て
親
し
ま
れ

多
く
の
子
供
た
ち
を
見
守
っ
て
き
ま

し
た
。
最
初
の
子
供
は
今
で
は
高
校

生
に
ま
で
に
な
り
、
成
長
す
る
喜
び
を

胸
に
い
だ
き
な
が
ら
、
今
後
も
続
け

ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す

D
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥

さ

ん

へ

昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
二
十
歳

以
上
六
十
歳
ま
で
の
人
は
、
す
べ
て

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
に
つ
い
て

も
、
第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
必
ず

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

V

届
出
が
必
要
で
す

ふ捻ま鍋3

第
三
号
被
保
険
者
に
な
れ
る
人
は

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
ご
主
人
に
扶
養
さ
れ
て
い

111川州11川11川川l“川t“111“川11附t

一
八
一
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
医
師

パ
!
キ
ン
ソ
ン
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ

た
病
気
で
す
。
発
病
率
は
白
人
に
多

く
、
人
口
十
万
人
当
た
り
一
五

0
1

二
O
O人
。
日
本
人
は
五

O
人
ぐ
ら

い
で
す
か
ら
ま
れ
な
病
気
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

そ
の
割
に
名
前
は
聞
い
た
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
症
状
は
知
ら
な
い
と
い
う

人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

五
0
1
六

O
歳
ぐ
ら
い
に
症
状
が

出
は
じ
め
る
こ
と
が
多
く
、
ゆ
っ
く

り
進
行
す
る
の
で
老
化
現
象
と
思
わ

る
奥
さ
ん
で
す
。
こ
の
よ
う
な
方
は

第
三
号
被
保
険
者
に
な
る
た
め
に
、

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
国
民
年

金
の
保
険
料
は
、
ご
主
人
が
加
入
し

て
い
る
年
金
制
度
か
ら
負
担
し
ま
す

の
で
、
個
人
で
納
め
る
こ
と
も
な
く

ご
主
人
の
保
険
料
が
多
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。

V

二
年
を
過
ぎ
た
期
間
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん

届
出
に
は
時
効
が
あ
り
、
二
年
を

過
ぎ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
第
三
号

被
保
険
者
と
し
て
認
め
ら
れ
な
く
な

り
、
保
険
料
が
納
ま
ら
な
い
期
間
に

な
り
、
将
来
受
け
る
年
金
額
の
計
算

に
は
入
り
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
年
金

中
風
と
間
違
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

い
ま
は
よ
い
薬
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

初
期
症
状
に
註
意
し
、
気
づ
い
た
ら

早
く
病
院
へ
口
神
経
内
科
が
あ
れ
ば

い
ち
ば
ん
よ
い
の
で
す
が
、
な
け
れ

れ
た
り
、

額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
を
受

け
る
資
格
が
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
今
年
七
月
末

ま
で
に
届
出
を
し
ま
せ
ん
と
、
昭
和

六
十
一
年
四
月
か
ら
同
年
六
月
ま
で

は
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

V
阜
め
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

届
出
が
済
ん
で
い
な
い
奥
さ
ん
は

す
ぐ
に
役
場
で
手
続
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
届
出
が
済
ん
で
い
る
方
で

会
社
に
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
時
や

ご
主
人
が
退
職
し
た
場
合
な
ど
は
、

そ
の
都
度
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

女
手
続
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役

場
年
金
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

な
く
、

い
つ
と
は
な
し
に
ふ
る
え
て

く
る
の
が
特
徴
で
、
片
方
の
手
か
足

か
ら
は
じ
ま
っ
て
数
カ
月
、
あ
る
い

は
て
二
年
た
つ
う
ち
に
だ
ん
だ
ん

反
対
側
の
手
足
に
も
ふ
る
え
が
く
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

ば
内
科
医
に
相
談
し
て
も
診
断
は
っ

き
ま
す
。

〈
手
足
の
ふ
る
え
〉

激
し
い
運
動
を
し
た
り
、
ひ
ど
く

緊
張
し
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
手
足

が
ふ
る
え
る
。
原
因
や
き
っ
か
け
が

何
事
も
最
初
の
動
作
が
う
ま
く
い

か
ず
、
字
は
書
け
る
の
で
す
が
、
書

い
て
い
る
う
ち
に
小
さ
な
字
に
な
っ

て
し
ま
う
。
「
動
作
が
に
ぷ
く
な
っ
た
」

「
返
事
が
遅
く
な
っ
た
」
な
ど
と
注

意
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

巴戸晴、
A

、‘.

犬
カ
し

の
か

四
月
入
所
を
目
標
に
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
た
須
釜
児
童
館
が
、
装
い

新
た
に
す
が
ま
幼
稚
園
前
に
オ
l
プ

〈
歩
き
方
で
も
気
づ
く
〉

前
か
が
み
の
姿
勢
に
な
り
、
肩
を

す
ぼ
め
て
老
人
の
よ
う
。
回
れ
右
が

う
ま
く
で
き
な
い
。
小
股
で
歩
き
、

歩
く
と
き
腕
の
振
り
が
み
ら
れ
な
く

な
る
。
顔
は
仮
面
の
よ
う
に
無
表
情

に
な
り
、
声
も
小
さ
い
。
専
門
医
は
、

患
者
が
診
察
室
に
入
っ
て
き
た
だ
け

で
診
断
が
つ
く
と
い
い
ま
す
。

だ
ん
だ
ん
症
状
が
進
む
と
、

完成したスマートな児童館

ン
し
ま
し
た
。

完
成
し
た
児
童
館
は
、
延
べ
面
積

三
二
六
・
二
七
平
方
メ
ー
ト
ル
の
木

造
平
家
建
で
、
内
装
に
は
木
を
ふ
ん

だ
ん
に
活
用
し
、
家
庭
の
ぬ
く
も

り
を
自
然
に
演
出
す
る
な
ど
、
モ
ダ

ン
な
建
物
で
す
。

四
月
十
一
日
の
入
所
式
に
は
、
新

し
く
入
所
第
一
号
と
な
っ
た
三
十
人

の
幼
児
が
、
お
母
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
、

思
い
思
い
の
表
情
で
先
生
方
の
教
え

を
受
け
ま
し
た
。

幼
稚
園
と
小
学
校
が
と
な
り
合
せ

に
な
り
、
従
来
と
ち
が
い
よ
り
充
実

し
た
環
境
の
中
で
、
健
や
か
な
児
童

育
成
の
向
上
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
ト
フ
D

歩
き

は
ビ
め
る
と
止
ま
れ
な
く
な
り
、
倒

れ
る
ま
で
突
進
し
て
し
ま
う
の
で
、

駅
の
ホ

i
ム
や
道
路
に
立
つ
こ
と
さ

え
恐
ろ
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

手
や
足
の
指
が
変
形
し
、
筋
肉
も

こ
わ
ば
っ
て
、
他
人
の
助
け
を
借
り

な
い
と
立
つ
こ
と
も
で
き
ず
、
車
い

す
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
最
終
的
に

は
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

D

な
る
べ
く
早
く
医
師
の
治
療
を
受

け
、
薬
を
服
用
す
れ
ば
、
症
状
を
お

さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
薬
は
よ

く
効
き
ま
す
が
、
副
作
用
も
あ
り
ま

す
。
必
ず
定
期
的
な
診
察
を
受
け
て
、

医
師
の
指
示
に
従
っ
て
薬
を
服
用
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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メ

ユ

し

魅
力
を
加
え
た
、
昭
和
六
十
三
年

度
の
婦
人
学
級
と
青
年
教
室
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
あ
な
た
の
余
暇
を
生

か
せ
る
よ
う
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
と
ア

イ
デ
ア
で
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

く
り

婦
人
学
級
は
、
毎
月
第
三
月
曜
日

青
年
教
室
は
、
毎
月
第
二
月
曜
日
、

時
間
は
、
同
じ
く
夜
七
時
か
ら
九
時

ま
で
で
す
口

ぜ
ひ
、
仲
間
の
方
に

一
声
か
け
て

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

笑
顔
で
魅
力
あ
る
活
動
を

村
民
の
皆
さ
ん
方
と
は
、
こ
れ

か
ら
の
各
種
事
業
で
直
接
も
し
く

は
間
接
的
に
関
わ
り
が
多
く
な
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

公
民
館
で
は
村
の
施
政
方
針
で

あ
る
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
と
、
心
豊
か
で
魅
力
あ
る
村

婦人学級 r生活に潤いと豊かさを』

郡山フ ォーク ダン ス協会
会長 滝田秀夫

石川町北町
主婦熊田

県現代詩人会員
小高高原木代子

郡山スポーツ民謡
鈴木

宣子

今晩は、わ元気ですか。
フォーク ダンス

身近な法律

日常の生活から

感動を言葉に

博

スポーツ民謡
思い出のうた、流行うたから

公
民
館
長

森

主
(
府

重

時子

士号。一小

っ
ぱ
い
の

婦
人
学
級
、
青
年
教
室
ス
タ
ー
ト

づ
く
り
の
た
め
、
各
年
齢
層
の
定
期

講
座
を
始
め
、
文
化
・
体
育
・
レ
ク

次夫車田玉川村長村政を聴 く

小林

郡山ダンス愛好会

松本

裏千家:fJ'茶に親しむ

婦人の健康を考える
ガンの早期発見と治療法

今宵は踊ろう
簡単な社交ダンス

永林美代子村保健婦

リ
エ

i
シ
ョ
ン
な
ど
の
各
事
業
の

開
催
を
通
し
て
、
住
民
の
教
養
を

高
め
た
り
、
健
康
の
増
進
を
図
る

こ
と
が
目
的
で
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
参
加

で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
青
年
団

や
婦
人
会
等
の
自
主
団
体
が
活
動

し
や
す
く
す
る
た
め
の
手
助
け
を

す
る
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ

た
公
民
館
活
動
を
推
進
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
方
の
参
加
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

美
子
一
会
夫
一
一

貞
悦
一
協
秀
一
長
兼

子
田
一
ス
一
会
谷

増
吉
一
ン
田
一

B
円

、
一
ダ
竜
一

O

者
彦
一
ク
一
国
夫

加
正
一
一
長
一
年
雅

参
旗
一
ォ
会
一
青
井

度
白
一
フ
.
村
石

年

山

川

臼

郡

玉

担当職員

『仲間と語る未来の玉川』青年教室

方

一

律

み

一

法

I
U

一
楽

一

習

と
一
慣

一礎一

キ
基
一
婚
史

ス
の
一
結
歴

い
一
一
作
品

し
キ
一
せ
義

楽
ス
↑
幸
意

健山崎椿山荘常務



1川

直面
だ
よ
り

配
偶
者
特
別
控
除
が

新
設
さ
れ
ま
し
た

昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
、
所
得
金

額
が
八
百
万
以
下
で
、
生
計
を
一
に

す
る
配
偶
者
の
所
得
が
、
二
疋
の
金

額
(
別
表
)
以
下
の
場
合
は
、
従
来

の
「
配
偶
者
控
除
」
と
は
別
枠
で
「
配

偶
者
特
別
控
除
」
と
し
て
、
所
得
金

額
か
ら
十
四
万
円
を
限
度
と
し
て
控

除
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
所
得
割
の
税
率
が
十
三
段

ふおま鍋3

階
(
幻
%
か
ら
U
%
ま
で
)
か
ら
七

段
階

(
3
M
m
か
ら
ロ
%
ま
で
)
に
な

り
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
役
場
税
務
課
ま
で
。

別表

494，999円以下

149，999円以下

11川』“11川山11川11川川11川:η11川川11

な
ぜ
勉
強
ぎ
ら
い
に

な

る

の

か

四
歳
前
後
で
平
仮
名
を
す
べ
て
読

め
る
子
供
、
初
歩
的
な
算
数
の
で
き

る
子
供
は
最
近
で
は
少
し
も
珍
し
い

こ
と
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

就
学
前
の
子
供
を
対
象
に
し
た
教

育
機
関
も
た
く
さ
ん
で
き
て
、
か
な

り
の
幼
児
が
母
親
に
手
を
ひ
か
れ
て

通
っ
て
い
ま
す
。
就
学
前
の
子
供
の

知
的
能
力
の
国
際
比
較
を
し
て
み
た

ら
、
恐
ら
く
日
本
の
子
供
は
非
常
に

宅E

② 

東
京
都
立
大
学
教
授

詫

摩

武

俊

高
い
水
準
に
あ
る
と
思
い
ま
す
口

こ
の
高
い
水
準
が
幼
児
期
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
か
ら
あ
と
も
ず
っ
と
、

ど
の
子
供
に
も
維
持
さ
れ
て
い
く
の

で
あ
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
実
際
に

は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
学
校

中
学
校
と
学
年
が
進
む
に
つ
れ
て
勉

強
が
嫌
い
に
な
り
授
業
も
理
解
で
き

な
く
な
っ
て
、
せ
っ
か
く
高
等
学
校

に
入
学
し
な
が
ら
途
中
で
退
学
し
て

自
動
車
税
は

5
月
引
日
ま
で
に

自
動
車
税
は
、
四
月
一
日
現
在
で
、

自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
人
に
対
し

五
月
三
十

一
日
を
納
期
限
と
し
て
、

課
税
さ
れ
ま
す
。

納
税
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、

早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
身
体
の
不
自
由
な
方
で
、

一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

自
動
車
税
の
減
免
が
さ
れ
ま
す
。
該

当
さ
れ
る
方
は
、
五
月
二
十
五
日
ま

で
手
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
郡
山
県
税
事
務
所

し
ま
う
生
徒
が
確
実
に
増
加
し
て
い

ま
す
。親

が
子
供
の
知
的
発
達
に
非
常
に

熱
心
で
、
そ
の
た
め
の
費
用
支
出
に

は
喜
ん
で
応
じ
て
い
る
の
に
、
こ
の

よ
う
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は

ど
う
し
て
な
の
で
し
ょ
う
か
。
家
庭

教
育
の
内
容
に
関
す
る
問
題
が
こ
こ

に
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

「
勉
強
し
な
さ
い
」
「
遊
ん
で
ば

か
り
い
な
い
で
勉
強
は
ど
う
し
た
の
」

と
口
ぐ
せ
の
よ
う
に
親
が
い
っ
て

い
る
家
庭
に
勉
強
嫌
い
に
な
っ
て
い

く
子
供
が
多
い
よ
う
に
私
は
患
い
ま

す
。
学
ぶ
こ
と
の
基
本
に
あ
る
こ
と

は
、
学
ぶ
こ
と
を
面
白
い
と
感
ず
る

心
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
知
ら
な

合

(
O
二
四
九
!
二
三
l

六
一
六
一
、

内
線
二

O
六
)
ま
で
、
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

⑧
⑨
⑧
⑧
⑧
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
税

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
、
毎

月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源
泉
徴

収
さ
れ
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
必
要
経
費
が
認
め
ら

れ
て
い
な
い
と
誤
解
し
て
い
る
方
も

お
ら
れ
ま
す
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に

は
、
勤
務
に
伴
う
費
用
な
ど

H

概
算

か
っ
た
こ
と
を
教
え
ら
れ
て
、
な
る

ほ
ど
そ
う
な
の
か
と
そ
の
こ
と
に
興

味
を
も
つ
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
子
供

の
内
側
に
旺
盛
な
知
的
好
奇
心
、
言

葉
を
変
え
て
い
え
ば
知
る
喜
び
が
あ

る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
早
く
か

ら
一
方
的
に
平
仮
名
の
読
み
方
を
教

え
る
こ
と
よ
り
も
、
身
の
ま
わ
り
の

多
く
の
こ
と
に
、
な
ぜ
な
の
か
と
興

味
を
も
ち
、
そ
の
興
味
を
育
て
て
い

く
配
慮
が
子
供
の
知
的
発
達
を
促
し

て
い
く
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
子

供
の
質
問
に
適
切
に
、
誠
意
を
も
っ

て
答
え
て
い
く
こ
と
と
共
に
家
庭
の

中
で
の
知
的
会
話
が
必
要
で
す
。

親
た
ち
が
そ
の

E
に
見
た
こ
と
、

読
ん
だ
こ
と
を
食
卓
で
の
話
題
に
す

的
ο

に
控
除
す
る
『
給
与
所
得
控
除
』

が
あ
り
ま
す

D

こ
の
給
与
所
得
控
除
は
、
給
与
所

得
だ
け
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で

事
業
所
得
な
ど
の
必
要
経
費
に
相
当

す
る
も
の
で
す
。

毎
月
給
与
の
支
払
を
受
け
る
と
き

に
は
、
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
税

額
表
」
に
よ
っ
て
求
め
た
所
得
税
が

源
泉
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

る
こ
と
が
、
子
供
の
視
野
を
広
げ
て

い
き
ま
す
。
わ
が
国
の
親
と
子
の
会

話
の
中
に
は
、
子
供
の
学
業
成
績
に

つ
い
て
の
質
問
が
高
い
比
率
を
占
め

ま
す

D

と
き
に
は
こ
れ
も
必
要
で
す

が
、
い
つ
も
こ
れ
だ
け
で
は
子
供
は

親
と
話
す
こ
と
を
嫌
う
よ
う
に
な
り

ま
す
。
歴
史
の
こ
と
、
地
理
の
こ
と

時
事
問
題
な
ど
を
楽
し
い
話
題
に
し

て
い
く
こ
と
が
子
供
の
未
来
を
明
る

く
す
る
の
で
す
。
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図
阿
武
隈
川

水
防
演
習
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福
島
市
内
を
流
れ
る
松
川
の
合
流

部
河
川
敷
に
お
い
て
、
五
月
二
十
七

日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
、
阿
武
隈

川
上
流
水
防
演
習
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

上
流
と
な
る
玉
川
村
も
出
場
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

す

『
つ
士
芯

と
い

で
ざ

め
ご

お
dι

生誕お

記
山
ア
あ
り
が
と
う

ー

者一
下
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

戸
い==ロ

(3月届出分)

出生児氏名 保護者名

矢 部 徳 之 丈徳

関根昌明 正

矢吹真純 武

車田っかさ 昭

飯 田裕晃 晴

鈴木礼邦

小 原 里 美 克

一

美

司

夫

雄

夫

灰
一
辺

中

南須釜

ご
ざ
い
ま
す

おくやみ
申し上げます

-
川
辺
の
須
藤
祐
一
さ
ん
か
ら

二

万

円

・
北
須
釜
の
関
根
正
さ
ん
か
ら

三

万

円

・
北
海
道
の
大
越
サ
タ
さ
ん
か
ら

(

※

四

回

目

)

一

万

円

・
吉
の
森
和
元
さ
ん
か
ら

一

万

円

(
社
会
福
祉
協
議
会
)

4園園田h

回 J1，561戸(士 0)

11 
2 
3 

。

地

JlI 

村の よ う す
(63年 4月 1日現在)

7，567人(-26) 

3，734人 (-15) 

3，833人 (-11) 

(3月届出分)

死亡者氏名年令世帯主名

熊田スミ子 (39)義光

藁谷シン (60)正之助

飯村正行 (57)正明

飯島チヨノ (75)春雄

森 忠 継 (60)忠伸

鈴木アサ (89)直春

戦没者の特別弔慰金の

請求はお済みてすか
満洲事変以後に死亡した戦没者

の遺族て、昭和60年4月!日にお

いて同ーの公務扶助料等の受給者

がいない遺族の方{こ、特別弔慰金

として国債(額面30万円)が支給

されます。

すでに受給されている方もいま

すので、まだ請求されていない方

は、至急請求してください。

くわしいことは、住民諜福祉係

に問い合わせください

区

辺

生

寺

釜

釜

法

須

吉

須

地

川

蒜

岩

南

北


